　高木仁三郎市民科学基金
助成申込書（若手研究支援枠）の記入について

●　次ページ以降の助成申込書の各欄に記入した上で、
　　① Ａ４用紙に印刷した助成申込書を高木基金事務局に郵送してください。
応募期限は12月10日（当日消印有効）です。

なお、この申込書は、コピーの原紙にしますので、両面印刷ではなく片面印刷とし、
折らずに角２サイズの封筒でお送り下さい。

　　② この申込書以外に、資料など（図表、写真、新聞記事、その他）を添付する場合は、
Ａ４用紙×３頁までとしてください。

③ 同時に、入力済みの文書ファイルを高木基金事務局に電子メールで送信して下さい。

（この頁は、提出時には削除してください。）電子メールでの送信も12月10日まで
にお願いします。

●　この申込書は、このページを除き、Ａ４用紙５ページとなるように作成しています。
記入欄に書ききれない場合等は、全体のページ数を変更しない範囲で、適宜、書式を調整
しても構いません。
·  青字の部分は記入上の説明ですので、記入後に削除しても構いません。

●　文書のヘッダーには、忘れずに申込者名を記入して下さい。
受付No.＜　　＞は、事務局で記入しますので、空欄のままにしてください。

●　アジアの個人・グループへの助成については、申し込み方法が異なりますので、事務局に
お問い合わせ下さい。

申込書送付先(問い合わせ先)：高木仁三郎市民科学基金　事務局

〒160-0003東京都新宿区四谷本塩町4-15新井ビル3階

Tel： 03-3358-7064　事務局携帯：070-5074-5985 

E-mail: info@takagifund.org

　　　　　　　　＜この頁は、提出時には削除してください＞

高木仁三郎市民科学基金　助成申込書
＜若手研究支援＞
　　記入日　2019年　　月　　日

１．助成申込のテーマ・助成申込金額
	調査研究のテーマ
	和文
	

	
	英文
	

	助成申込金額
	　　　　　，　　０，０００円　


※　「若手研究支援」の助成申込金額の上限は30万円です。申込金額は1万円単位で記入してください。

２．助成申込者の概要
	助成申込者

※ 郵便番号、住所等の数字は、半角で記入して下さい。


	ふりがな　
	

	
	氏　名
	

	
	〃 ローマ字表記
	

	
	生年および年齢
	西暦　　　　　年生まれ　　　　才

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	


	
	ＴＥＬ
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	携帯電話
	

	
	E-Mail
	

	
	ＵＲＬ
	http://

	所属先

（大学・研究機関）
※ 大学、研究機関等に所属している場合は記入してください。
	大学・研究機関名
	

	
	指導教員
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	E-Mail
	

	所属先

（市民団体等）
※ 調査研究に関連する市民団体、NGO、サークル等に所属している場合は記入してください。
	団体名
	

	
	代　表
	

	
	郵便番号
	

	
	住　所
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	E-Mail
	

	
	ＵＲＬ
	http://


３．調査研究の内容

	３－１

調査研究の概要

※ 3-2以降の項目を要約して、和文（600字程度）で記入して下さい。


	

	３－２

調査研究の対象とする
問題の説明

※ 対象とする問題が、どのような問題であるかについて一般的な説明をしてください。

その問題について、先行研究や当事者等の主張について知っていることがあれば書いてください。


	

	３－３

この問題に取り組み

たいと考えた動機や
きっかけ
※この問題をどのような経緯で知ったか、なぜこの問題を研究したいと考えたかについて説明してください。
	


	３－４
関連するテーマでのこれまでの調査研究実績

※ 関連するテーマでの研究や発表等の実績があれば、時系列で記入して下さい。


	・
・
・
・
・


	３－５
調査研究の方法、具体的な実施スケジュール
※ 何を、どのように調査研究をしたいかを説明してください。

年間の実施スケジュールも記入して下さい。
	＜調査研究の方法＞

＜実施スケジュール＞

	
	2020年3月まで

	

	
	4月
	

	
	5月
	

	
	6月
	

	
	7月
	

	
	8月
	

	
	9月
	

	
	10月
	

	
	11月
	

	
	12月
	

	
	2021年1月
	

	
	2月
	

	
	3月
	

	
	4月

以降

	


４．資金計画
※ 調査研究全体の支出（高木基金の助成金以外の収入を充当する部分を含む）について千円単位の概数で記入して下さい。
※ パソコン・デジタルカメラなど、一般的な使用に供されるものは、助成金からの支出を認めない場合があります。
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：千円）

	支 出 費 目
	　　　明細・計算根拠など
	支出全体

の金額
	高木基金の助成金を充当する金額
	他の助成金を充当する金額
	自己資金

を充当する金額

	旅費・滞在費
	
	
	
	
	

	資料費
	
	
	
	
	

	機材･備品費
	
	
	
	
	

	会議費
	
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	
	

	協力者謝礼等
	
	
	
	
	

	外部委託費
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑<a>　　　　↑<b>　　　　　↑<c>　　 　↑<d>

※ <a>＝<b>＋<c>＋<d>　となることを確認して下さい。また、<b>が１ページ目の助成希望額と一致することを確認して下さい。
※ 他の助成金については、下記に助成団体名・助成希望額を記入し、助成の確度について、該当のものを○で囲んで下さい。

	他の助成団体名
	

	他の助成金希望額
	万円　
	助成の確度（ 　申請予定　　申請中　　確定　     ）


５．高木基金へ応募について
	５－１
高木基金を選んだ

理由
	

	５－２
高木基金の助成金

をどこで知ったか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	a) インターネットで検索した。　　　 b) メーリングリストで情報を得た。

c) 知人や指導教員などから紹介された。　d) 新聞・雑誌などの広告や記事を見た。

e) 高木基金から情報を得た。　　  f) 過去にも助成応募の経験がある。
g) 応募説明会に参加した。　　　　 h) 助成募集のポスターを見た。
i） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５－３　
高木仁三郎の著作で読んだものをあげてください。
	


６－３　助成申込者のプロフィール
・

・

・

・

６－４　助成申込者のこれまでの市民活動・研究活動
※ これまで取り組んできた市民活動・研究活動があれば記述してください。今回の助成テーマと関係するものでなくても構いません。
・

・

・

・

６－５　助成申込者の今後の進路と目標
※ 今後どのような仕事をしたいか、どのような活動をしたいかなどを記述してください。現時点での希望で構いません。
・

・

・

・

６－６　その他、特記事項や要望など（必要に応じて記述して下さい。）
・

・

記入欄は以上です。
1

